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1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

2

１-１ 一雲済川の1/5規模の暫定改修

▪施策実施に係る課題

実施主体：袋井土木

▪令和７年度の進捗状況

• 惣兵衛橋架替に伴う仮橋を含む仮設道路設置 …施工中
• 永代橋架替に伴う橋梁詳細設計 N=1式

• 惣兵衛橋架替に伴う工事用道路設置 N=1式（R9.3完成予定）
• 永代橋架替に伴う道路・護岸詳細設計 N=1式
• 興隆橋架替に伴う橋梁予備設計 N=1式

• 令和15年度完了に向けて、惣兵衛橋と永代橋に加えて興隆橋の橋
梁架替と、橋梁統合に伴う栄橋の撤去（惣兵衛橋に添架管移設
後）を並行して進めていくための予算確保と工程管理。

【一雲済川】

《施策内容》
一雲済川において、1/5規模に対応した暫定改修を実施する。

【位置図】
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永代橋
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惣兵衛橋上流に仮設する架設道路の工事状況

：1/5完了区間
：R7実施区間
：R8以降

惣兵衛橋

▪令和８年度の予定
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1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

１-２ 清水橋付近と谷口橋上流の1/2以下規模の暫定改修

▪施策実施に係る課題

実施主体：袋井土木

▪令和７年度の進捗状況

• 谷口橋上流の暫定改修の実施 L= 90m（R8.5末完成）

• 谷口橋上流を1/30確率規模の整備計画断面で改修するためには、天竜
川下流用水の伏せ越し箇所の改築が必要なことから、施設管理者であ
る関東農政局西関東土地改良調査管理事務所と県企業局との将来の改
修に向けた協議が必要。

【一雲済川】

《施策内容》
一雲済川の清水橋付近及び谷口橋上流において、1/2以下規模に対応した暫定改修を実施する。

現況：写真位置②
（清水橋付近）

一雲済川

【位置図】

一雲済川

一雲済川

上野部川

河道改修（1/2以下の暫定整備）
5.0k～5.1kおよび
6.0k（谷口橋上流）

①

②清水橋

谷口橋
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▪令和８年度の予定

：R7実施区間
：R8以降

• 清水橋上流の暫定改修の実施 L= 80ｍ
天竜川下流用水

令和８年度実施予定箇所

現況：写真位置①
（谷口橋上流）

一雲済川

暫定改修の実施状況

R7.5撮影



1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

１-５-１、 １-５-２ 雨垂川の屈曲部改良と改修

▪課題への対応方針・今後の予定

実施主体：磐田市（道路河川課）

▪令和７年度の進捗状況

• 雨垂川の屈曲部改良工事を完了
施工延長 L=40.9m
ブロック積工 A=141m2

• 下流の上野部川放水路整備後に雨垂川の河川改修を実施予定
• 令和４年９月台風第15号で甚大な被害を受けた雨垂川屈曲部の改良

を行い、河川の流下能力が向上した。

【一雲済川】

《施策内容》
雨垂川の屈曲部改良および河川改修を実施する。

工事着手前：写真位置① 工事完了後：写真位置①

雨垂川 雨垂川

【位置図】

雨垂川

上野部川

雨垂川の屈曲部対策
上野部川

①

▪令和８年度の予定

• 令和７年度の屈曲部改良により、短期対策完了。
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1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

１-８ 田川沢の遊水地の浚渫・増設

▪令和８年度の予定

▪Ｒ７年度の進捗状況

• 田川沢遊水地
浚渫 501m3実施 雑木伐採・除草 575m2実施

• 遊水地の改修（増設）に係る用地測量・詳細設計の実施

• 堆積土砂の除去、雑木伐採、除草等を継続的に実施
堆積土砂の除去や雑木伐採等を、継続的に実施することで、
既存の遊水地の持つ雨水貯留能力が確保される。

• 田川沢遊水地の改修（増設）に関する用地買収

【一雲済川】

《施策内容》
田川沢の既存遊水地内の浚渫等維持管理および増設を実施する。
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【位置図】

一雲済川

田川沢

田川沢の遊水地の
浚渫

①

実施主体：磐田市（道路河川課）

工事着手前：写真位置①

田川沢

工事完了後：写真位置①

田川沢



1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

２-１ 上野部川放水路の整備

▪令和８年度の予定

実施主体：袋井土木

▪令和７年度の進捗状況

• 上野部川放水路を位置付けた一雲済川河川整備計画の変更・公表
• 現地測量、縦断測量、横断測量 N=1式
• 河川管理者（国）と放水路位置について協議を実施
• 放水路予定地周辺住民を対象とした地元説明を実施（R8.2）

【一雲済川】

《施策内容》
上野部川の放水路整備を実施する。

6写真位置① 写真位置②

上野部川

上野部川

天竜川

上野部川
放水路整備

【位置図】

上野部川

雨垂川

上野部川

①

②

• 用地測量 N=1式
• 引き続き、放水路の構造や施工方法について、河川管理者（国）と

の協議を進める。（構造協議等）

• 上野部川と放水路の分流部について、適正分派を考慮した形状や構
造の検討

• 上流からの土砂や立木への対応策の検討
• 超過洪水を考慮したゲートの運用方法と操作規則の検討

▪施策実施に係る課題

天竜川

上野部川

航空写真

（主）掛川・天竜線



1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

６-１ 河川や水路に堆積した土砂の除去

▪令和８年度の予定

実施主体：袋井土木

▪令和７年度の進捗状況

（実施箇所赤）
• ①一雲済川（上神増） V=2,000m3

• ②一雲済川（田川沢合流点）V=660m3

• ③一雲済川（亀井戸） V=300m3

• ④一雲済川（大楽地①） V=230m3

• ⑤一雲済川（大楽寺②） V=1,100m3

• ⑥上野部川（神田） V＝750m3

※堆積状況を適宜調査し、堆積土砂を撤去していく

【一雲済川】

《施策内容》
一雲済川および上野部川において、出水等により堆積した土砂を除去する。
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【位置図】

凡例
：R7実施区間
：R8以降予定箇所

⑥

①

③
②

一雲済川

工事完了後：写真位置②（田川沢合流点）

一雲済川

工事完了後：写真位置①（上野部川合流点下流）

東名一雲済橋

谷口橋

田川橋

本村橋
④

⑤

合計：5,000m3



1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

６-２ 河川や水路に堆積した土砂の除去

▪令和８年度の予定

▪令和７年度の進捗状況

• 雨垂川や排水路等の堆積土砂の除去の実施
田川沢・天竜浜名湖鉄道下流 V=20.0m3

• 河川や排水路等の堆積土砂等の除去を継続的に実施
• 状況を把握するための定期的な現場確認等が必要になる。
• 必要な流下能力を確保するため、引き続き河川パトロールや自治

会要望により、浚渫を実施するなどの適切な維持管理に努める。

【一雲済川】

《施策内容》
田川沢および雨垂川等において、出水等により堆積した土砂を除去する。
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工事着手前：写真位置

田川沢

工事完了後：写真位置

田川沢

実施主体：磐田市（農林水産課・道路河川課）



1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

9-1,2,3 森林整備・治山事業による流出抑制対策

▪令和８年度の予定・課題への対応方針

▪令和７年度の進捗状況

【一雲済川】

《施策内容》
9-1 上野部（雨垂・神田）での森林整備
9-2 神増地区での治山対策
9-3 森林環境譲与税を活用した間伐の実施、及び危険木の撤去等を実施

9

▪施策実施に係る課題

実施主体：磐田市（農林水産課）

【位置図】
• 林道神田線の整備（擁壁工）を実施
• 神増地区治山工事（流路工L=130.0m、沈砂池工１箇所）・・①
• 上野部川上流（神田地区）危険木除去・・・②
• 森林整備に関するワークショップを開催し、森林整備に向けた検

討を行う。

• 森林整備に向け、森林所有者や専門家等を交えた協議
• 県営治山工事と連携し、工程の調整
• 危険木の除去以外の方策の検討

• 中遠農林事務所と協議及び実施設計を速や
かに行い、流路、沈砂池等の整備を行う。

• 流出抑制対策として、流木捕捉型治山ダム
等の情報収集、検討を行う。

• 雨垂地区の森林整備方針を策定する。
• 神田・雨垂地区の危険木除去の実施

危険木除去

②

①



【一雲済川】2.被害対象を減少させるための対策

２-４ 浸水センサの設置

《施策内容》
・ワンコイン浸水センサの設置及びカメラとの併用による情報収集

実施主体：磐田市（危機管理課／道路河川課）
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▪令和７年度の進捗状況

• 市内の浸水状況を把握するため、増設箇所の検討
• プッシュ通知機能の検討

▪令和８年度の予定・課題への対応方針

• ワンコイン浸水センサの２箇所設置

令和７年度設置箇所
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3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【一雲済川】

３-２ 高台など安全な避難場所の確保と周知

《施策内容》
・浸水から逃げるための避難場所の確保と周知

▪令和８年度の予定

▪令和７年度の進捗状況

• 企業との協定等により避難場所の確保を継続的に実施する。
• 住民への周知を行う

実施主体：磐田市（危機管理課）

① Ｒ7.1 株式会社ソミック石川と協定（３箇所目）

【位置図】

㈱ソミック石川を避難場所
とする協定を締結

①

凡例
：R6実施箇所
：次年度以降予定箇所

• 協定による避難場所の住民への周知（防災講座等）
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3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【一雲済川】

３-３ 地域防災力の強化

《施策内容》
・水害（洪水及び土砂の複合）に関する避難訓練や防災講座の実施

実施主体：磐田市（危機管理課、消防本部警防課）

水害避難訓練のチラシ・訓練での簡易水防工法の啓発

▪令和７年度の進捗状況

▪施策実施に係る課題

・大雨による土砂災害及び洪水の発生を想定した避難訓練・出前講座を実施した。
・災害からの避難を自分事として捉えられるよう意識を高め、避難に重点をおいた。

・水災害発生時のより効果的な避難行動に繋がる
水害難訓練の実施が必要。

・避難情報等、水害に関する周知・啓発

▪令和８年度の予定

・実際の気象状況に即した避難訓練、
出前講座の継続的な実施。
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3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【一雲済川】

３-４ ハザードマップなどのリスク情報の周知啓発 及び わかりやすい情報の提供
実施主体：磐田市（危機管理課、道路河川課）

防災啓発イベントの様子 ⇒

▪令和８年度の予定・課題への対応方針

▪令和７年度の進捗状況

・市職員や市民活動団体による防災講座の実施
・市民、学校、企業に対し防災講話、マイ・タイムライン
わたしの避難計画の研修及び啓発講座を実施

・ハザードマップをデジタル化し、スマホやパソコンで確認
できるようにした

・商業施設を会場に、企業や団体と連携して啓発イベントを開催

・子育てや仕事におわれ地域防災活動への参加が少ない層への防災啓発

・地域の防災リーダーの育成
・災害を自分事として捉えられるよう意識を高める

《施策内容》
・ハザードマップのデジタル化と市民への周知啓発
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3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【一雲済川】

３-７ ＳＮＳを活用した情報収集・情報発信

《施策内容》
・ＳＮＳ情報集約システムを使用した効果的な情報収集
・ＬＩＮＥやフェイスブック等のＳＮＳを活用した情報発信

▪令和８年度の予定・課題への対応方針

▪令和７年度の進捗状況

▪施策実施に係る課題

実施主体：磐田市（危機管理課、広報広聴シティプロモーション課）

• 観測データ、予測など一元化した
システムの研究

• 各種訓練での周知

• 市民への周知（市民による情報発信（投稿））

• ＳＮＳを活用して防災情報を発信
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3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【一雲済川】

３-１３ ハード整備効果の積極的な情報発信

《施策内容》
・取り組む対策の内容・効果等の積極的な情報発信の実施

▪令和８年度の予定・課題への対応方針

▪令和７年度の進捗状況

• プランに位置付けた対策内容について、地元自治
会等への説明会の実施

• 各種イベント等で流域治水対策の取組状況の周知
• 市長定例記者会見で取組状況を報告
• 磐田市ＨＰの流域治水関連に掲載

• 対策効果や進捗管理等の周知方法の検討
• 周知方法を検討

▪施策実施に係る課題

広報いわた 磐田市ホームページ

市長定例記者会見・イベントでのＰＲ

• 周知方法や情報発信案を検討していく
例）・県、市のホームページに掲載

・広報誌等に掲載して周知を図る
・地元自治会等を対象とした説明
会の開催

・ユーチューブ等を活用した情報
発信

・市長定例記者会見で報告
・各種イベントで周知

実施主体：袋井土木、
磐田市（道路河川課）


